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第1章はじめに

1.1研究概要

Web上には膨大な情報が存在し、それらの情報には誰もが容易にアクセスする

ことができる。しかしその情報の膨大さから、すべてを把握することできない。ま

た検索エンジンなどを利用しても、所望の情報を見つけ出せないことも多い。

RSSとはRDFSiteSummaryの略であり、サイトの概要を記述するフォーマッ

トである。RSSで記述された文書はRSSフィードと呼ばれる。RSSフィードは

サイトのインデックス的な役割を担っており、RSSフィードを読むだけで、その

ニュースサイトを訪れることなしに、そのサイトの新着情報や概要などが把握で

きる。そのためRSSを利用することで、効率的な情報収集が可能となる。

現在、RSSはblogのコンテンツ配信として広まっているが、本来はニュース

サイトのヘッドラインを配信する目的で規格化されたものである。lt.SSを利用す

ることで、Wel)上のニュースサイトを訪れなくとも、そのニュースサイトのRSS

フィードを読むだけで、どのような記事が発信されたかを、ほぼリアルタイムで

得ることが可能になる。

RSSフィードの発信は利用者には有益であるが、発信者側から見ると、その作

成の負荷が大きく、現在、RSSフィードを発信しているニュースサイトは一部の

サイトに限られている。このためニュースサイトの記事を独自に解析し、RSSを

作成して提供する組織もいくつか存在する。

本論文でもニュースサイトの記事を解析し、自動でRSSフィードを作成するこ

とを試みる。これによって多くの人の情報収集が効率化されるはずである。また

記事タイトルだけではなく、HTMLファイルから本文の要約を作成し、その要約

を含めたRSSフィードを作成する。

この場合、対象とするニユースサイトを固定すれば、そのサイト内の記事は基本

的に同じフォーマットで記述されるので、RSSフィードの作成に必要な記事タイ

6



トルや記事の本文を、記事のページから取り出すことは困難ではない。しかしサ

イトが変更された場合には、抽出規則を新たに作成する必要があり、手間がかか

る。このため、ある程度汎用的に利用できる抽出規則が望まれる。

本論文で提案する手法は、概略、タイトルと本文の候補をニュース記事から取り

だし、次に本文と思われる部分を取りだす。そして、その本文で使われている単

語の様子からタイトルを決定するアプローチをとる。この手法は比較的頑健であ

り、様々なニュースサイトで適用可能である。しかもRSSの性格を考えれば、正

確にタイトルを抽出する必要はなく、記事本文の内容を想像できる文章であれば

RSSの目的は達せられるので、本手法が誤って選択したタイトルであっても、記

事本文の様子から選ばれた単語を使っている文が選ばれるため、選択が誤ったと

しても大きな損失はない。

八

1.2本論文の構成

本論文では、まずRSSついて、どのようなもので、どのように構成されている

かを説明し(第2章)、その本論文で扱われているRSSに利用されているRDFに

ついての説明(第3章)、XMI｣名前空間による機能拡張の仕組みの説明を行い(第4

章)、データの抽出手法(第5章)について説明する。そして、その抽出手法でデー

タ抽出を行いRSSファイルを出力するプログラムファイルを使用した実験とその

結果(第6章)、考察(第7章)、終わりに(第8章)へと続く。

また、付録として実験に使用したプログラムファイルのソースリストを巻末に添

付する。

岸R,

戸
〃
■
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第2章RSS

2.1RSSとは

RSSとは、サイトにある情報をより簡単に把握できるようどこにどんな情報が

あるかをテキスト形式によって記述するフオーマヅト、形式のことである。RSSは

一部のニユースサイトやBlog(日記)で使われており、読み取ることでサイトや記

事の見出しの一覧やアドレス、更新時間などを取得することができる。複数のサ

イトの更新情報をあつめたサイトや、サイトの見出しを集めて、それらを一括し

て読めるRSSリーダー等に利用されている。

RSSの(正確にはRSSバージョンl.0の)正式名称はRDFSiteSummaryであ

り、RDFを利用してサイトの概略を記述する、というものである。このRDFと

いうのはXMLをベースに企画されており、構文はXML名前空間を用いて定義す

ることができる。I(SSはXMLで構成されているわけでもあり、XML対応ブラウ

ザでRSSの中身を見ることも可能である。

2.2XMLとは

XMLというのは文書やデータの意味や構造を記述するためのマークアップ言語

の一つである。マークアップ言語というのは、タグという例えばHTMLのような

｢＜」と「＞」の間に特定の文字列が記述されたものを用いて、文書にさまざまな

情報を記述することができる言語のことである。またXMLはユーザが自分で定義

したタグを自由に使えることから、今回のRSSのように他のマークアッフ°言語の

ベースとして利用されることが多い。

8
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2.3RSSの歴史とバージョン分類

2.3.1RSSの互換性

単純にRSSといっても、0.9,0.91,1.0,2.0等々、いくつかのバージョンがある。

バージヨンを見る限りでは、徐々に機能拡張して行ったようにも見えるが、バー

ジョンによっては仕様が異なっており、異なる仕様についてはほとんど互換性が

ない。また、バージヨンによって、RSSの正式名称も異なる。RSSは歴史的な経

緯によって複数のバージョンに仕様が分かれてしまい混乱の元となっている。

2.3.2RSS0．9

最初のRSSは、バージョン0.9と呼ばれるもので、Netscape社が1999年3月

に公開したものである。正式名称はRDFSiteSummaryで、これは基本的にサ

イトの見出しの一覧を配信するためのものである。Netscapeのボータルサイト

My・Netscape・Comで、ヘッドラインの提供などに利用されたがしかし、間もなく

NetscapeはRSSから手を引き、その使用を米UserLandSoftwareに譲渡する。

2.3.3RSS0．91

同年7月には、I)logツールの開発元として有名な、UserLan(ISoftwareからのリ

クエストを受け、要約、更新日時、著作権、格付けなどさまざまな情報を提供でき

るRSSO.91が、同じくNetscape社から公開された。RSSO.91では、RDFの仕様が

複雑であるとして、RDFは採用せずによりシンプルな仕様となっている。RSSO.9

を拡張し要約などを記述出来るようにしたことから、名称もRichSiteSummary

に変更された。

2．3.4RSS1．0

Netscape社はRSSから手を引くが、RSSへの要望はむしろ高まり、「基本的な

要約提供機能を核とするRSSとして定義し、より高度な機能は、モジュールとし

て追加する。」という新しい規格が、RDFに基づくものとしてRSS-DEVワーキ

ンググループで検討される。そして2000年12月には、再び正式名称がRDFSite

9
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SummaryであるRSS1.0が提案された。RSS1.0は、正式名称のとおりRDFを

ベースとして、その拡張にはXML名前空間を用いるなど、仕様がRSS0.91など

に比べよりWebStandardに準拠している点や、比較的仕様が厳密に定義されて

いることが支持されている。

2.3.5RSS2．0

UserLandSoftwareではRSS0.91との互換性を持たせつつ機能拡張した非RDF

系のRSS0.92を2000年にリリースする。このRSS0.92をベースに、さらに機能

拡張し一部名前空間による仕様拡張などをサポートしたものを2002年にUserLand

SoftwareがRSS2.0として提案した。正式名称はReallySimpleSyndicationとな

り、名前空間機能はサポートするものの非RDF系のRSSとなる。これらのRSS

のバージョンは、図2.1のようにRDFを採用しているRDF系と、RDFを採用し

ていない非RDF系の大きく二つに分類することができる。

本論文ではRSSは現在日本で最も普及していると思われるRSSl.0をRSSとし

て扱っている{11。

10
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RSS0．9

RSSl.0

図2.1:RSSのバージョン分類

2．4 RSSの基本的な構成要素

必RSSは、HTMLと同じようにタグを使うことによって情報を記録している。

須な要素としては、まず大きくサイトの情報を示すchannel要素と、サイトll須な要素としては、まず大きくサイトの情報を示すchannel要素と、サイトにあ

る記事(リソース)の情報を示すitem要素がある。rdf:about属性でchannel要素

はチャンネルのリンク（通常このRSS自身のURI)、item要素には記事のリンク

(URI)が記述される。

さらにchannel要素の中には、title、link、description、itemsという要素があり、

title要素にはサイトのタイトル情報を、linkにはサイトのリンクを、descriptionに

はサイトの概要を記述する。items要素は、item要素に記録されている記事情報の

目次に相当し、items要素の中に、rdf:li要素のrdf:resource属性で記事のリンクを

示し、item要素と対応させる。

item要素の中には、title、link、そしてオフ°ションとしてdescription要素があり、

11
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それぞれ記事のタイトル、記事のリンク、記事の要約を記述する。なお、(IGscl･iption

要素については古いバージヨンとの互換性から、出来れば500バイト以内である

ことが好ましい。

RSSの基本的な構成要素による全体の構成を図2.2に示す{21。

channel

title

link

description

items

item

rdf:Seq

I-面面rdfli

title

link

descriptiolldescriptioll

図2.2:RSSの基本的な構成要素による全体の構成

図2.3は、食事のことを題材にしたhttl)://www.syokuji.com/という仮のサイト

に、おいしいサラ父おいしいコロッケという記事があった場合のRSSフィード

の記述例である。

12
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図2.3:RSSの例
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第3章RDF

3.1RDFとは

RDFというのはResourceDescriptionRameworkの略で、メタデータなどの

Web上の情報を表現するための枠組みである。この章では、本論文で扱っている

RSSl.0の仕様の元になっているRDFについての詳しい説明をする。

HTML文書などでは、文による内容以外にも、タグによってつけられた付加情

報によってさまざまな情報を得て、ブラウザなどにグラフィカルな表示をするな

どが可能である。しかしそれは、HTMLの構文を解読するブラウザ等が、きちん

とHTMLを把握していなければならなく、HTMLで定義されていない未知の情報

に対しては意味を推論する方法はなく、その未知の情報を処理させることはでき

ない。

RDFは、異なる種類のメタデータ間で相互運用を行うための包括的なフレーム

ワークとして設計され、その未知の定義されていない情報（リソース）について、

特定の知識領域などを前提とせずに、リソースを説明するための標準的なメカニ

ズムを提供する。

3.2RDFのデータモデル

RDFは、ステートメントと呼ばれる文のリストでリソースを、主語(Subject)、

述語(Predicate)、目的語(Object)、の3つの要素で説明する。あらゆるステー

トメントは、主語・述語・目的語のシンプルな構造に従う必要がある。このこと

から、RDFの主語・目的語間関係のステートメントはトリプルとも呼ばれる。例

えば、仮に図3．1のような日本語文があるとする。

14
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図3.1:RDFステートメントの日本語文例

図3．1の日本語文をRDFの文として捉えると、表3.1のような構成になる。

表3.1:RDFステートメントの構成要素

主語(Subject) リソース http://www.yunesuko.com/

述語(Predicate) プロパティ 作者

目的語(Object) プロパティの値 藤村竜彦

表3.lのようにステートメントでは、主語部分でリソースを表し、その属性を述

語部分で示し、目的語部分でどのような属性内容なのかを記してリソースを説明

することができる。

RDFでは、これらの関係を有向ラベル付きグラフ(ditectedlabeledgral)h)を用

いて表現する。ここで、ブロパティはDubli,lCoreの語彙を使って作者という単

語を、dc:creatorという文字列で表現することにする'。

図3.2:RDFのデータモデル

図3.2のRDFのグラフでは、主語であるリソースを楕円、目的語のリテラル情

報を長方形で表現し、その二つを、述語のプロパティ情報を表した矢印（アーク）

で結ぶ。矢印は主語から始まり、目的語に向かった方向となる。

ldc:はDublinCoreの要素タイプを示す名前空間接頭辞とする。

15
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3.3URI参照による名前付け

RDFでは、意味や定義の暖昧さをなくすために、URI参照による名前付けを行

う。先の例では、主語はホームページであり、URIを参照できることはすぐわか

るが、述語も作者という単語ではなく、dc:creatorというURI2となっている。語

彙を表すために、人によって使い方や捉える意味の異なってしまう可能性のある

単語ではなく、URI参照を用いることで、確実な意味交換を可能にしているわけ

ある。

例で目的語は文字列(リテラル)になっているが、目的語も主語と同様に、URI

参照で名前付けされるリソースとすることができる。すなわち、主語、述語、目

的語のすべてを、URI参照によって表現できるように設計されている。

3.4基本データモデルを表現するXML構文

図3.2のようなデータモデルをXMLとして表現するために、RDF/XMLSyntaX

仕様は図3.3のような構文を定めている{31。

2RDFでは、dC:Creatorのような修飾名は、名前空間接頭辞とローカル名を直接連結して、

http://purl.oIg/dc/elements/1.1/creatorというひとつのURI参照を構成することになっている。
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産;2

図3.3:XMLとして表現したRDFの例

図3.3の構文では、rdf:Descl･iptio,,要素が「文」を示し、r(If:about属性が「主語」

となるリソースのURIを、要素の内容が「述語」にあたるプロパティ(dc:creator

要素）と「目的語」となるリテラル値（藤村竜彦）を記述している。

一行目の部分でXML宣言でXMLの始まりを示しており、xmlsn:rdf="…"など

の部分は名前空間接頭辞の宣言をしている。ここで宣言を行うことによって、dc:

などの接頭辞を用いた構文を使用することが可能となる(rdf:はRDFModeland

Syntaxの名前空間を示す)。

全く同じモデルを、Description要素の内容を使わずに属性として記述すること

も可能である。こちらは短縮構文(AbbreviatedSyntax)と呼ばれる。
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図3.4:RDFの短縮構文

図3．4の構文は情報が複雑になると読みにくくなるが、コンパクトに記述でき、

レンダリングされてしまう可能性のある要素内容を持たないため、他の言語の中

にRDFを埋め込むときには便利である。

/亀

3.5構造化モデル

RDFの文（ステートメント）の目的語にはリソースを指定できる。一方、リソー

スはそれを主語とした文とすることも可能である。すなわち、ある文の目的語を、

別の切り口では主語と見立てて新たな文を作成することができる。この連鎖によ

り、構造化されたモデルで詳細にリソースを記述していくことが可能になる。
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図3.5：連鎖による構造化モデル

図3.5ではvCard[41の語彙を用いて名前とメールアドレスというプロパテイを表

現している3。このモデルを文章で表現すると、図3.6のようになる。

ttp://www･yunesuko･com/の作

厚れる人物です｡彼(彼女)の名
士na,．macv⑤vuneguko-comです

/言

図3.6:連鎖による構造化モデルの日本語文例

図3.6の文章で示されるように、このモデルは2つの文から構成されるので、XML

構文による表現も、それに対応して2つのDescription要素を持つ。

3接頭辞v:はvCardの名前空間を表すものとする
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図3.7:連鎖による構造化モデルのRDF文．

図3.7ではdc:creatorプロパテイの値（目的語）をリテラルではなくリソースとす

るために、rdf:resourceという属性を用いる所に注意する必要がある。このリソー

スが次のrdf:Description要素（文）ではrdf:about属性によって主語となり、それ

に関するう°ロパティが要素内容として表現されている。
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このモデルは、rdf:DGscriptioll要素を入れ子にして図3.8のように表現すること

もできる。コンピュータには、どちらの表現でも同じであるが、図3．5の構造化モ

デルの形からすれば、こちらの方が分かり易いかも知れない。
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図3.8:rdf:Description要素を入れ子にした場合の例

さらに、これは短縮構文で図3.9のように記述することもできる。
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図3.9:入れ子にしてさらに短縮した場合の例．

同じリソースでも、主語として扱う場合はrdf:about属性に記述し、プロパテイ

要素の中で、その値（目的語）として示す場合は、rdf:resource属性の値としてURI

を記述することに注意しなければならない。

3.6コンテナモデル

リソースを記述するときに、複数のリソースのまとまりを表現しなければなら

ない場合がある。例えば、著者が複数いたり、言語によって異なる表記があるな
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ハャ

/冨

どの場合である。これらを表現するために、RDFではコンテナというモデルを用

いる。コンテナには、表3.2のように3つのタイプがある。

Bag

Seq

Alt

表3.2：コンテナのタイプ．

順序を特定しないリソース、あるいはリテラルのリスト。

順番のある(Sequence)リスト。

同じプロパテイ値の代替表現(Alternative)のリスト。異なる言語に

よるタイトルの翻訳、ミラーサイトなどを示すことができる｡RDF

処理アプリケーシヨンは、Altリストの中からどれか一つを選んで処

理することができる。

たとえば、ある記事を二人の筆者が分担して執筆した場合にはBagを使うこと

ができる。XML構文の場合は、li要素を使って項目を列挙する。
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図3.10:順序のないBagタイプの例

図3.10では述語にex:autohrsという、「作者のグループ」を表すプロパテイを用

いている4．これに対し、（通常は1人の）作者を表すdc:c,･eatorなどの目的語がコ

ンテナリソースになっていると、アプリケーションが混乱する可能性があるので、

4eX:という接頭辞は、架空の名前空間を示すことにする。
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使い方を注意する必要がある。

ダウンロードサイトが複数あるような場合、Altタイプを用いて、アプリケーシヨ

ンがその中からひとつを選択できるような記述が可能である。
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図3.11：代替表現Altタイプの例
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内

図3.11ではex:(Iow,,loadSitesの値は直接示されていないので、目的語は匿名リ

ソースになり、グラフならば空白の楕円が描かれる。コンテナは、リソースのタ

イプを示すrdf:typeというプロパティによって「r(lf:Altタイプのリソース」とい

う形で表現され、コンテナの目的語としてリストが示される。リストのそれぞれ

の項目には、rdf_1、rdf:_2といったメンバシップ名プロパテイが内部的に順番に

与えられ、それぞれの値としてリストの内容が表現されるという形になる。ただ

し、XML構文を使って記述するときには、これらのプロパティは気にしなくても

構わない。

3.7具体化:文についての文

RDFは文(statement)によってあるリソースについての叙述を行うが、その文

そのものについての叙述を行うというケースがある。

図3.12:文をリソースとする場合の日本語文例

例えば図3．12は、「エミがグランプリだ」という文に関する叙述とみることがで

きる。文そのものはリソースではないので、これを主語としてRDFで表現するた

めには、文をリソースとして具体化(reilication)する手続きが必要である。

RDFでは、文全体を表すrdf:Statementというタイプのリソースをつくり、その

プロパテイとしてrdf:subject、rdf:pre(licate、rdf:objectの3つを与えることで、こ

の文自体を具体化する。
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図3.13:新たなタイプrdfStatementの例

図3.13のように、元の文の主語、述語、目的語が、それぞれ新しいリソース

(rdf:Statement)の3プロパテイの目的語となる5．リソースは文の主語になるこ

とができるので、これを使って図3.12の文をRDFで表現してみると、図3.14の

ようになる。

『へ

5#Emiなど＃で始まるrdfresource属性値は、同じ文書内でrdf:IDによって定義されているリソースを参照してい

ることを示す。またここでもex:という接頭辞は、架空の名前空間を示す。
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図3.14：文をリソースとしたRDFの例．

図3.14のように､新しいリソース(rdf:Statement)を別の文の主語としてrdf:about

で参照するためにはURIが必要なので、ID属性によってaward2005という名前を

与えている。これは、結局ex:ratedByというプロパティが新しいリソースの述語

であるので、図3.15のように記述しても等価となる。
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嘩那3

ぐrdfRDEgf

図3.15:全てrdf:Statementの属性にした場合の例．

この場合、文の具体化リソースをURI参照する必要がないので、ID属性は加え

ていない（匿名リソースとなる)。このモデルをグラフで表現すると図3.16のよう

になる。
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図3.16:具体化のモデル．

この具体化のモデルは、1つの文が4つの文に変換されるため、叙述が複雑にな

ると扱いが大変になり、現在も改良の可能性が検討されている。しかし、文を具

体化して別の文の主語や述語にするという考え方は、推論やロジックのレベルで

重要になってくるので、そのような概念だけは押さえておく必要がある。
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偽

第4章XML名前空間

4.1名前空間の導入

この章では、RDFの機能拡張として使用されるXML名前空間について説明する。

XMLでは独自のマークアップ言語(語彙)を自由に設計できるが、多くの人が利

用する語彙は、標準的な語彙を共有する方が効率が良く、相互運用性も高まる。そ

こで、ひとつのXML文書を作成するのに、さまざまなマークアップ言語から語彙

を拝借し、組み合わせて利用できるような仕組みが必要になる。たとえば論文を公

開するのに、全体の構造や本文はXHTMLで記述しつつ、数式部分にはMathML

の語彙を、グラフにはSVGの語彙を利用するという方法である。

このように複数の言語をモジュールとして組み合わせるためには、それぞれの

語彙をきちんと区別できなければならない。しばしば取り上げられる例としては、

titleという名前を持つ要素が、ある時は書物のタイトルを表したり、別の時は作

者の肩書きを表したりすることがあり得るからである。

この問題を解決するためには、それぞれの語彙がユニバーサルな名前、つまり世

界で一意に定まる名前を持つための方法が必要である。これを実現するのが、1999

年にW3Cから勧告されたXML名前空間{51である。XML名前空間は、語彙(要

素タイプ名、属性名)をURIと組み合わせる(修飾する)ことで、複数の語彙を混

在させるメカニズムである。

名前空間は、タグセットを組み合わせて利用できるようにするだけでなく、ウエ

ブ上で共有交換される情報の意味を正確に示し、コンピュータに理解可能にする

ためにも非常に重要な役割を果たす。

4.2名前空間URIによる修飾と接頭辞

名前空間では、複数のタグセットを区別するために、語彙をURIで修飾する。こ

こで、JamesClark氏による説明用の表記法[61を借用し、修飾部をURIと表記し

31



てその仕組みを説明する1。

たとえば、(1)書物の情報を表現するタグセットをllttl)://eample.com/ns/book/

というURIで､(2)作者の情報を表現するタグセットをhttp://example.com/ns/pro61e/

というURIで識別することにすると、書物のタイトル、作者の肩書きを示す要素

タイプ名は、それぞれ図4.1のような形で表記できる。

角

図4.1:URJによる識別例．

URIは世界で重複することのない識別子であるから、語彙ごとにURIを割り当

てれば、この方法で必ずタグセットを区別できる。

しかし、全てのタグにURIを記述していては非常に煩雑になるので、XML名前

空間では、これらのURIに別名を割り当て、それを接頭辞として用いるよう定め

ている。URIと接頭辞はXmlI'sという特別な属性を使って結びつける。

緯､

'ここで借用したURIによる修飾は、説明用の便宜的なもので、文法的に正確な表記ではない。
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図4.2:接頭辞を使用した識別例

図4.2のように接頭辞を加えた名前はQName((luali6e(Iname=修飾された名前）

と呼ばれる。QNameでは、titleのような各語彙に属する名前の部分はローカル部

(localpart)あるいはローカル名(localllame)と呼ばれる。

この例の(1)(2)は、book:、pl･ofという接頭辞がURIにマップされているので、

それぞれURIで修飾した図4.2の(1)(2)と同等の識別情報を持ち、同じようにユ

ニバーサルに区別できる名前になっている。

xmlns属性を使って名前空間を宣言すると、その接頭辞とURIのマッピングは、

宣言を行った要素およびその子孫要素にわたって有効になる。

4.3デフオルト名前空間

Xmins属性による名前空間宣言で、接頭辞を省略すると、そのURIが宣言のあ

る要素以下でデフォルトとなり、接頭辞なしのタグ名はこのデフォルト名前空間

に属することになる。例えば、XHTMLの場合はルート要素のhtmlタグで図4.3

のような名前空間の宣言を行う。
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図4.3:接頭辞を省略した宣言．

この宣言を最初に行うことで、html要素内に記述するタグは、接頭辞を持たな

くてもXHTMLの名前空間に属することになるわけである。

デフォルト名前空間を含め、名前空間の接頭辞は宣言している要素とその子孫で

有効であるが、図4.4のように疎損要素で同じ接頭辞(あるいはデフォルト)の名前

空間が宣言されると、その内部では新しい宣言によって結びつきが上書きされる。
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図4.4:入れ子宣言によるデフォルト名前空間の有効範囲
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4.4名前空間URIの意味するところ

名前空間において今一つ分かりにくいのが、そのURIにはどんな意味があるの

かというところである。

Org/1999

八 図4.5：名前空間URIの意味．

単純に、図4.5のように記述されていれば、このURIをたどることにより、XHTML

の仕様書等を取り出せると考えたくなる。

舜瀧MEG

灘
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職
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口
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聯
恥
郷
函

八

図4.6:XML名前空間の仕様．

しかし、XML名前空間の仕様書では、図4.6のようになっており、このURIは仕

様やスキーマを取り出すためのものではなく、ユニークで永続的な識別が目的で

あるとされている2･多くの場合、名前空間を示すURIにhttp:スキームが使われ

ているため、何かを取り出せるという印象があるが、これは第一義的にはその名

のとおり、IDとしての役割を果たすもの、というわけである3．

2namespacenameとはURIのこと
3もちろん、そこにスキーマ自身や、スキーマにリンクする文宙があっても構わないし、それはある意味で推奨されて

いる。
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第5章データの抽出

5.1抽出の対象

自動的に記事のタイトルと要約の情報をRSSとして記録するには、記事のタイ

トルと本文をHTMLファイルから抽出する必要がある。HTMLには、明確にタ

イトルと本文を示す規則はないので、抽出の手法を考える必要がある'･

抽出対象とするHTMLファイルは、一般的なニュースサイトの記事にあるよう

な、一つのページに一つの記事(本文)と一つのタイトルがあるものとしている。

これは抽出精度の問題が最も大きくかかわってくるが、RSSの形式が一つのlink

/へ

に一つのtitleのようになっていることもある。

⑳
猟
偲角

図5．1:抽出対象記事の一般的な構成．

l特にニュースサイトなどでは、titleタグには記事のタイトルではなく、カテゴリ的な内容となっている場合が多い。
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5.2本文の抽出

本論文で行った実験では、まず、本文部分とタイトル部分を文字列として抽出す

るため、tableタグ等の、タイトルや本文の区切り部分に使われている可能性が高

いいくつかのHTMLタグで区切りを判断し、その区切りごとに文字を抽出して、

タイトル・本文の候補となる文字列を抽出している。

タイトル･本文候補

文字列1：・・・

伊、
タグで分離

文字列2：・・・

文字列3：・・・

●
口
■

図5.2：タイトル・本文の候補の抽出

その抽出された候補の中から、本文と見なされる文字列を抽出するため、その一

つの条件として、句点を含むかどうか調べる。本文は文章であるため、単語単位

で使われる可能性のあるタグで分離しない限りは、候補の文字列に句点が含まれ

るはずである。

また、候補の文字列の中に、どれだけの割合でリンクの文字が存在しているのか

も調べる。これは特にニュースサイトでは、本文中にリンクの文字はそれほど多

くはなく、逆に本文でないものは、他ページへのリンク文字である場合が多いた

めである。

本文中にある写真の説明などの文章には、リンク文字を含まない場合が多い。し

たがって、句点やリンク文字の割合だけでは、本文かどうかの区別をすることが

できない。この写真と文章は、ほとんどの場合テーブルによって配置されている。

したがって、この文章を取り除くために、本文部分の中身にテーブルがある場合

角
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八

角

には、そのテーブルの中身を参照しないようにしていることで対処している。し

かし、この方法では、本文中にあるテーブルの中に、さらに本文である文章があ

るような構成の場合、その文章は無視されてしまう、といった欠点が生じる。

また、こういった本文以外の文は、大抵文字列長は短く、逆に本文から抽出され

た候補は、他に比べて長い文字列となる傾向がある。そのため本文として判断す

るための、最低文字列長を定めている。

候補の文字列

No

文字列は長い？

Y毒

No

リンク文字多い？

Yes

NC

句点含む？

Y電

本文の文字列と断定 タイトル候補に

図5.3：本文の抽出．

5.3 タイトルの抽出

5.3.1名詞による類似度判定

本文の抽出を終えた後、そのデータを基にタイトル抽出行う。タイトルの抽出

は、まず本文を形態素解析し名詞部分を取り出す。そして取り出した名詞が、タ

イトル候補の文字の長さに対して、どれだけの割合で存在してるかを計算し、そ

の割合を基に判断するという方法で行っている。タイトルとは、本文の内容が一
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目で分かるように書かれた文字列であるため、本文の言葉が使われる可能性の高

い文字列であるタイトルに対して、高いヒット率を得る事が出来ると予測できる。

本文

タイトル候補

⑬ ⑬⑬

/一､

図5.4：名詞による類似度判定

しかし、この方法のみでは、タイトル候補である文字列が短い時、偶然のヒット

で高いヒット率となり、タイトルとして誤認されてしまう可能性がある。さらに、

タイトル候補が長いほど名詞以外の語句が増えるので、必然的にヒット率が下がっ

てしまう傾向になってしまう。タイトルの長さとは、長すぎず短すぎずのある程

度の長さであるのが一般的である。そこで、そのある程度の基準を決め、その長

さから離れているもの程、タイトルの候補としての優先度を下げる、というよう

な方法で対処している。
八
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図5.5：タイトル長による優先度変化．

記事の構成による判断情報5．3．2

その他にも実験で利用したう°ログラムでは、精度を上げるためにHTMLのタグ

や構成状態から得られる情報を基に、優先度が変化するようになっている。

まず、大きな見出し文字として扱われた文字列はタイトルである可能性がかなり

高い。よって見出しタグが使われた候補を優先させることで精度を上げることが

できる。本論文で行った実験では、hl、h2、h3のタグが使用されていた候補に対

して大きく優先させた。

titleタグにある候補に対しても、ある程度優先させている。高いヒット率を得

たタイトル候補が得られなかった場合でも、titleタグにある候補がタイトルに来

やすくなり、まったくおかしな候補がタイトルとなる可能性が低くなる。

このほかに、タイトルは太字で強調されている場合も多いので、bタグが使わ

れていた場合にも、強調されていた文字量の割合に応じて優先度が上がるように

した。

また、タイトルは位置的に本文が始まる少し前にかかれる、ということが多い。

戸、
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戸、

角、

実験で使用したプログラムでは、タイトル候補が本文の文頭から離れている程、優

先度が下がるようにした。

本文抽出時に、リンク文字の量を抽出の判断材料に利用したが、タイトル判断に

もリンク文字の量を調べている。基本的に、タイトルにはリンク文字がないこと

が多いが、本文は一部のみ載っており、本文の全文は別ページにある場合などは、

タイトルが全文へのリンクになっている場合がある。本文の全文が載っていない

記事を対象としなければ、リンク文字の多い候補を除外することで大きく精度が

上がることが期待できる。実験プログラムではリンク文字の割合が多いほど多少

優先度が下がるようにした。

5.4問題点と特徴

このように色々と条件をつけていく事で精度を上げているが、基本的には同じ名

詞があるかないかで判断している。本文ではあまり利用していない言葉・言いま

わしでタイトルが設定されている時には、間違ったタイトル候補がタイトルと判

断される事が発生する場合がある。しかし、間違ったタイトル候補が選ばれたと

しても、本文の内容に近く、タイトルとしてもおかしくないような言葉が選ばれ

やすいという特徴がある。
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戸､

戸､

第6章実験

6.1プログラムファイルの仕様

実験で使用したプログラムファイルの仕様は、プログラムの引数に、RSSを作

成したい記事のURLを指定し、実行することで、RSSファイルを出力するという

ものである。出力するRSSファイル名は-Rをつけることで指定することができる

が、このとき同じ名前のRSSファイルが存在すれば、古いRSSファイルの内容を

そのままに、新しい記事の情報を付加できる仕様になっている。

記事のURLだけでは、そのサイトの情報を得ることはできないので、新しいRSS

ファイルを出力するときは、channel要素のitems属性の内容以外は全て空欄とな

る。channel要素の内容を埋めるためには、テキストエディタなどで、一度自分で

埋める必要がある。すでにあるRSSファイルにcl,a,lllel要素の内容があれば、そ

の内容は保存され、新しい記事情報だけが記録される。

また、要約情報もRSSに出力するわけであるが、ニユース記事は、読んですぐ

何がニュースなのかがわかるように、記事の題材にしている事を始めに書く事が

大抵である。よって実験で使用したプログラムファイルでは、本文の先頭2文か、

もしくは500バイトまでを要約情報として出力するような仕様になっている。

例として、図6.1のようなWeb上にあるニュース記事のURLを、実験プログ

ラムファイルで指定して処理すると、図6．2に示す内容のRSSファイルが出力さ

れる。
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図6.2:実験プログラムのRSSファイル出力例
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6.2実験と結果

本論文で提案した抽出方法を用いたプログラムファイルにより、タイトルについ

ての抽出精度の実験を行った。今回の実験に使用したサイトは、表6.1に示されて

いる12のサイトである。タイトルがきちんと出力されているものは○、タイトル

のようなものがRSSに出力されていれば△、それ以外の出力結果の内容がまった

く出来ていないものは×として、各サイトから任意に6記事ずつ、抽出精度につ

いての実験を行った結果を表6.1に示す。

表6.1：タイトルの抽出精度実験の結果
’
八

/~､

45

○ △ ×

毎日新聞 6 0 0

読売新聞 4 ワ
ー 0

産経新聞 5 1 0

Gendai・net 6 0 0

四国新聞社 6 0 0

東京新聞 5 1 0

河北新報 6 0 0

SANSPO.COM 5 1 0

CNN.coJI) 0 6 0

ロイター 6 0 0

PCWatch 6 0 0

Japan・internet.com 3 0 3



第7章考察

7.1実験の考察

いくつか記事ではサブタイトルや小見出しなどが、タイトルとして誤認される事

があった。図7．1が東京新聞サイトのその例で、図7．2がその結果のRSSである。

タイトルよりもサブタイトルのほうが、本文の言葉を用いていたり、文頭により

近い位置にあったりする事があるためと考えられる。
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図7.1：誤認された東京新聞サイトの記事の例
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CNNCO.JPのサイトの記事からは、○に該当する結果を一つも得ることは出来

なかった。図7．3のCNN.CO.JPサイトの記事を処理した結果が図7.4であるが、

図74のように、どの記事も記事のタイトル部分の文字が要約の要素に出力され、

タイトルにはtitleタグの中身が出力される、という結果になった。これはタイト

ル部分と本文部分の区切り方として、BRタグやPタグで行われていたため、区

切り部分が判断することが出来ず、タイトルと本文が一つの候補として扱われて

しまったためである。このような問題が生じる可能性は始めから予測していた。し

かし、BRタグやPタグを区切りとして判断させてしまうと、本文候補の文字列

が短くなり、特にBRタグは文の途中でも使われる可能性があり、句点がない本

文の文字列が生じ句点の判定で引っかかる可能性も出る。したがって、部分部分

で本文の文章が抜け落ちる可能性があるため、今まで区切りとして判断させては

いなかった。
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49



/恥

'ー ､

japan.interllet.comのサイトでは、本文と関連記事のリンクとの区切れが判断さ

れずまとめて本文と判断されてしまった。関連記事はほとんどリンク文字である

ため、本文の長さが短い場合には、リンク文字の割合が大きくなり本文として認

識することが出来ず、処理が中断される結果となった。この場合も本文と関連記

事の区切れとして使われたタグはBRタグであった。

読売新聞サイトでは、社説にある記事のタイトルが、日付の後に読売社説という

言葉が付いているだけの、カテゴリ的な内容になっている。そのため、高いヒット率

を得る事が出来ず、titleタグにある候補がタイトルとして選ばれる結果となった。

また、タイトルはきちんと出力されていたが、写真の説明が本文の前に入ってし

まい、要約部分が写真の説明になってしまった記事が一つあった。これは写真の

説明がHTMLソースの位置的に本文の前にあったため、写真説明のあるテーブル

を判断できなかったためであると考えられる。

7.2まとめ

今回の実験から、タイトルや本文、関連リンクの境目にあるタグがBRタグや

Pタグのみ、という記事形式のニユースサイトはいくつかあり、これらの記事に

ついては大きく抽出精度が下がるという結果を得る事ができた。特にタイトルに

ついては、この分離が行う事ができない限り、完全なタイトルを得ることはでき

ない。このBRタグやPタグについても区切りとして判定する必要があるだろう。

ただ、本文判定が現状のまま判断を行うと、特に句点が付かない本文中の小見出

し部分や、短い文などが抽出されなくなったり等、本文の細かい抜け落ちの可能

性があると考えられる。
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第8章おわりに

本論文のタイトルを抽出する手法は、ある程度広範囲のニュースサイトに汎用的

に使うことができる。また抽出した本文から最初の2文を要約として、RSSフイー

ドヘの出力も行っている。しかし現状においては、まだニュースサイトの記事形

式によって大きく精度を損なう場合が発生する。

より汎用性を高め、多くのサイトで抽出精度の高いRSSフィードの出力を行え

るための問題点の改良と、サイト単位での、RSSフィード自動更新処理の機能を

追加が今後の課題である。
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ｔ
＋

１

．
１
一
［
Ｌ

Ｅ

ｔ
ｂ
Ｚ

ｖ
ｌ

ｇ
，
，
Ｓ

ｒ
ｘ
ｔ
Ｆ

ａ
ａ
ｎ
Ｕ

＊
ｍ
ｕ
Ｂ

一
０
．
，
Ｄ

莚
叩
エ
矧
馴

も
、
；
ｕ
ａ
、
。
ｒ
Ｌ

Ｃ
３
１
－
ｒ
《
工

ｐ
凸
。
，
，
。
ｕ

糀
刈
山
弔
宰
ｂ

，
Ｃ

庁
ら
Ａ
Ａ
ｎ
ｔ
ｒ
９

垂
ｚ
刈
至
聖
斗
一
ｍ

ｐ
凸
ｐ
△
ｐ
＆
ｅ
ｎ

ｔ
《
工
Ｍ
函
皿
９
ｍ
ｋ

ｎ
＊
、
》
ｕ
、
Ｋ
ａ
ｎ

・
１
Ｔ
Ｌ
『
上
ｎ
・
ユ

ク
Ｉ
Ｌ

Ｊ
Ｆ
Ｉ
Ｌ

３
《
己
可
上

、
ｐ
＆
ｐ
＆
，
℃
毛
』
Ｓ

・
工
《
工
１
－
ｎ
ｒ
〃

ａ
＊
・
工
９
＊
Ｃ

、
〔
、
・
工

［
巳
ｐ
４

ｔ
Ｌ
Ｍ
ｔ
垂
垂

、
ｌ
Ｕ
ｎ
ｈ
ｈ

・
１
ｆ
一
Ｆ
Ｌ
・
工
ｃ
ｃ

八

●
Ｇ
ク

勺
Ｋｎ

，

‐
もｐ
Ｌ
ｎ

，Ｐｍｔｔ
・
工

●
●
卓

ｈ

、
。

、
ｌ
ｅ
ｖ

一
◇
，
ａ

。
，
ｐ
▲
ｐ
△
‐
七

ｒ
《
工
ｔ
・
１

．
℃
ｈ

Ｓ＊
‐
℃
、
℃
ｅ
一
『
Ｌ

莚
醒
咋
叱

ｈ
、
星
・
工
Ｏ

Ｃ
《
工
・
℃
．

structtm*u-tp;

for(i=0;iくargc;i++)

｛

if(strncmp(argv[i],!'http://'',7)==0){

linknum=i;

迂((str_src=(char*)malloc(2000000))==NULL){

Printf(''メモリが確保できませんIn'');

exit(1);

｝

/輯

●
Ｑ
クｊＪ

・
工Ｅｖ

ｒ
Ｉ
庁
ら

、
ノ
ェ

０

９

二
Ｍ
二
ｎ、
〕
ｊ

Ｔ
Ｊ
ｓ

・
工
〃
ん

Ｅ
く
ｖ
１
．

庁
ら
１
．

垂
亟ｒ
９
ｒ
Ｃ
ｅ

ｒｓ
ｐ
△

一
’
七

ｒ
ｔ

’
七
、
ｎ

ｓ／
、
ｅ

、
凸
令
上

、
七
・
１

・
℃
《
工

、
、
・
℃

一
ｅ

ｅ
行
ら

１
０
－
Ⅲ
◆
Ｑ
〃

・
１
／
ｋ
、
ノ

《
工
《
工
１
－

．
℃
．
七
／
ｌ

ｅ
ｎ
○
℃

庁
ら
・
１
・
１

／
１
ｒ
ｘ

ｐ
凸
ｅ

《
工
・
ユ
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●
Ｑ
〃ｊ

ｌ

Ｐ
ｔ
１ｍ

、
』
ｔ

Ｌ
ｈ
Ｌ
・
Ｕ
Ｐ
Ｎ
ｍｅ
二
ｔ
二
＃０

，
１
ノ
、
１
ノ
－

１
０
＋
ｎ
Ｗ
、
、

Ⅷ
、
１
ノミ》

分
“
″
”

Ⅷ
〃
Ｉ
、

可
工
ｌ
・

●
も
〃

、
１
．
、
ノ

ー
七
ｒ
Ｃ

。
、
ｏ
ｒ
。
，

。
ｒ
Ｓ
、
ノ
ニ
画

、
△
ｒ

、
ｅ

ｅ

‐
℃
〔
、

‐
℃
ｎ
ｓ
一

小
の
ｅ
ｒ
ｎ

川
、
上
３
戸
Ｌ

／
、
０

Ｗ
［
Ｌ

ｎ
Ｓ
〔
Ｄ

ｅ
ｅ

〃
ん
。
，

Ｄ
４
『
土
Ⅱ
，
、
ノ

０
・
工

Ｌ
Ｃ

ｆ
ｆ
，
０
ｒ

《
■
写
Ｏ
Ｇ
タ

Ｐ
Ｓ

二
〃
ｉ
、
ノ
ｒ
，
一

だ
１
く
Ｐ
ｒ

Ｐ
ｔ
／
４
ｒ
ｆ
ｔ

ｆ
ｎ
ｔ
ｔ
ｆ
、
ｓ

ｒ
Ｎ
・
１
・
工

、
、
Ｋ
／
ｋ

／
、
ｒ
ｘ
・
１
ｅ
ｅ

ｐ
Ｌ
ｅ
ｒ
ｅ
ｅ

《
工
、
△
Ｓ
ｒ

『
』
・
１
、
』
ｆ
ｆ
ｆ

break;

｝

elseif(strncmp(argv[i],!'file://",

迂((fp=fopen(&argv[i][7],!'r''))

printf(''fileopenerror!!(%s)In'',

exit(1);

｝

ハ

●
凸
夕ｊＪ７

〆
ｔ
〆
ｔ
－
Ｌ可Ｊ

、
ノ
、
ノ
・
工

Ｏ
Ｌ
ｒ
』
Ｌ
ｖ

二
Ｕ
ｇ

二
Ｎ
ｒａ

、
』
二
＆

７
二

break;

●
Ｑ
ク

●
Ｑ
ワ

７１

Ｊ

１

Ｊ

ｒ
ｌ
Ｃ

１

●

ｒ
ｌ
ｒ
Ｌ

、
ノ
ａ

皿
駄

ｖ

、
ノ
Ｅ
）皿
垂
加
醍

Ｕ
＃

Ｎ
，
二
Ⅲ

一
一

二
ｎ
３

二
。
、
、
』
伽

ｊ

、
ノ
ｎ

、
ノ
Ｓ

伽
ｔ
、

、
ノ
〃
ん
Ｗ
、
ノ

伽
〃
Ｉ
、

Ⅱ
昼
〕

ｒ
１
．
”
ん

０

９
〃
Ｉ
、

１

ｒ

３
０

Ｃ
１
．

可
』
ｒ
・
ｒ

４
Ｌ
ｒ
ａ
Ｏ

ｒ
Ｌ
ｅ
○
Ｋ
ｒ

ｖ
、
Ｋ
ｒ

庁
ら
ｎ
ｅ
ｅ

ｒ
ｅ
勺
Ｋ

ａ
、
△
＃
ｎ

／
、
０

Ｍ
ｅ

ｎ
／
、
Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｌ

ｅ
ｅ
ｎ
Ｏ

ｐ
凸
『
Ｌ
ｅ

、
ノ
。
〃
０
．
１

，
＆
ｅ

Ｃ
“
上
《
工
《
工
Ｏ
『
Ｌ

庁
ら
叩
；
《
工
・
１

ｒ
二
二
／
ｋ
、
ノ
《
工

ａ
《
工
幻
１
二
Ⅷ
；

皿
Ｄ
凸
ｔ
／
Ｉ
／
ｋ
、
ノ

ー
ｕ
《
工
ｎ
．
七
２
《
工
４
上

三
ｎ
／
、
・
工
・
１
、
Ｌ
’
七
／
１

，
Ｋ
／
、
ｒ
ｘ
《
工
ｎ
ｔ

・
１
ｎ
ｐ
４
ｅ
／
、
・
１
・
工

／
、
・
１
ｆ
／
、
ｒ
ｘ

、
Ｊ

勺
上
・
１

、
ｒ
、
＆
ｅ

《
工
ｆ

、
ｒ
・
工

、
〃
・
工
、
』

鋤
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角

/鶏

/／デバヅグファイル

if((fp3=fopen(''$debug・cI',''W''))==NULL){

printf(''fileopenerror!!I(%s)n'',"$debug.c'');

exit(1);

｝

if((str=(char*)malloc(200000))==NULL){

printf(''メモリが確保できません(str)In'');

exit(1);

｝

if((itembuf=(char*)malloc(150*2000))==NULL){

Printf("メモリが確保できませんIn'');

exit(1);

｝

for(i=0;iくargc;i++)

｛

if(strncmp(argv[i],"-0",2)==0){

tmoji=atoi(&argv[i][2]);//文字の塊の最低文字数

｝

｝

if(i==argc)tmoji=H_NAGASA;

lump_end=0;

str_P=str;//文字の長さ

1ump_max=0;//塊の最大数

honbun_max=0;//本文である塊の最大数
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a_tag=0;//aタグの判別

a_count=0;//aタグ内の文字列長

b_tag=0;

tb-tag=0;

title_num=0;

●
○
ロ

。
，
〈
Ｕ

。
，
（
Ｕ
二

・
，
〈
Ｕ
二
－
℃

〈
Ｕ
二
、
ｎ

二
ｅ
ｕ
ｕ

ａ
１
｛
ｂ
Ｏ

ｒ
ｔ
ｎ
Ｃ

ａ
◆
１
０
－

，
４
‐
℃
、
、
。
、

●
●
●
●

１
Ｊ
１
Ｊ

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
に

Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ

ｌ
１
１
１/電

fseek(fp,0L,SEEK_END);

fgetpos(fp,&fp_end);

fprintf(fp3,'!ファイル位置=%ld..%ldin'!,ftell(fp),fp_end);

fseek(fp,0L,SEEK_SET);

fprintf(fp3,''ファイル位置=%ldinln'',ftell(fP));

角
while((c=fgetc(fp))!=EOF)//htmlタグの後から処理の開始

｛

if(c=='く'){

近((c=fmjseek(fp,''html'',&i))==0){

while(c!='>')c=fgetc(fP);

break;

｝

while(c!='>')c=fgetc(fP);

｝

｝
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while((c=fgetc(fp))!=EOF)

｛

/／タグ判別

ｊｊ・１Ｉ
＆
Ｉ

、
１
ノ
３

，
１
ノ

ハ
Ｕ
叩
ｊ

、
〆

、
〃

二
一
Ｊ

一
一
一

一
一

ｆ

ｊ

一
一

畠
土
，＆
Ｐ
１
〃

ｆ
、
ｊ

，
／
ｌ
Ｌ

Ｐ

叩
ｋ
、
』
ｒ

ｅ
も
〃

一
ｅ
０
″
ｒ
、
。
。
．

』

一
ｅ
Ｃ
１
一

Ｊ

㈹
ｓ

ｊ

ｔ

ｐ
凸
・
１
》
ｅ
・
，
二

季
▲
，
、
二
口
。
咋
昼

く

ｐ
＆
《
工
二
《
工
ｂ
、
ｑ

Ｃ
ｒ
ｌ
《
工
二
二
ｎ

ｔ
／
、
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｏ
ｅ

Ｉ
Ｌ
ｅ
、
ノ
、
Ｋ
ｒ
、
／
ｋ
／
ｋ
ｔ

庁
ら
ｊ
ｅ
／
、
Ｏ
ｐ
ユ

、
ノ
ｆ
一
Ｉ
．
ｅ
／
、
ｅ
庁
ら
ｍ

ｊ
〃
Ｉ
Ｌ
ｊ
〔
Ｄ

１
Ｌ

《
工
ｕ
・
り

く
ｒ
４
Ｊ
ｅ
・
工
・
１
、
〃
１
Ｊ

，
ｅ
二
、
『
上
ｈ
シ

Ｗ
二
《
工
・
１
Ｗ
ｒ
Ｉ
、
〃
ｊ

二
Ｏ
／
、
、
、
二

二
『
上
Ｃ
Ｗ
ｒ
ｌ
、
ｒ
Ｃ

Ｏ
／
、
《
工

Ｃ
、
℃
・
１
１
Ｊ

／
、
二
《
工

Ｃ
・
工
１
Ｊ

《
工
・
１

●
◆ｋｂ

角

!＝0）

/、

ｆ
ｆ

ｌ

ｊ
ｊ

’
七

Ｊ
〈
Ｕ

ｐ
Ｌ

Ｃ
。
〃
・
１

Ｊ
二
、
ノ
ｒ

二
、
４
Ｃ

一
一
《
工
Ｓ

二
、
ノ
／
、
〃
／

・
工
Ｃ
Ｗ

、
ノ
⑤
鹿
、
℃

ｊ

ｅ
分

、
ノ
９
庁
ら
Ｄ
＆

Ｄ
凸
川
《
工
《
工

《
工
・
℃
二
／
ｉ

ｆ
、
、
△
Ｃ
ｋ

Ｃ
・
１
ｅ

ｔ
ｒ
、
ノ
ｅ

ｅ
Ⅷ
』
Ｓ

ｒ
ｌ
Ｅ
）
く
る
Ｊ

《
工
９
Ｊ
、

、
ノ
ｒ
、
Ｐ
《
工

』
ｒ
《
工
二
二

ｓ
ｅ
／
ｋ
１
．
Ｃ

ｊ
Ｗ
ｋ
／
、

０
ｅ
Ｃ

二
１
｛
ｅ
／
、
／
、

二
Ｏ
Ｓ
○
℃
・
１
》
ｅ
ｅ

Ｃ
二
ｍ
１
－
句
上

／
、
Ｃ
《
工
・
工
・
１

／
、
／
、
、
、
勺
、

《
工
Ｗ
Ｗ
Ｊ
Ｌ

・
工
ｒ
、
《
工・１

ｅ
《
工

Ｓ
・
１

『
上ｅ

&i))!=0)
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ｊ

ｊ

Ｏ

Ｏ

一
一

二
Ｉ
・Ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

・
１

・
工

＆

＆

ｆ

３

ｆ

２

１

‐
一
‐
》
●
○
タ

！

●
も
ヴ

ー

●
●
夕

ｊ

Ｊ

ｊ

ｅ
、
』
Ｏ
Ｃ
、
ｊ

Ｐ
０
．
，
１
Ｐ
．
，
ｅ
Ｐ

ｆ
、
』
ｙ
ｆ
二
、
』
ｌ
ｆ

く

こ
Ｐ
ｔ
く
こ
Ｐ
ｅ
く

Ｃ

二
《
Ｚ
Ｓ
ｃ
《
工
Ｓ
ｃ

‐
℃

／
、
〃
〃

・
℃

、
ノ
／
、
ノ
／

・
℃

ｅ
、
ノ
Ｃ
Ⅶ
ｅ
・
工
Ｃ
㈹
ｅ

庁
ら
・
１
ｔ
負
）
《
鹿
ｔ
頁
）

ｆ

＆
ｅ
，
ｆ
ｅ
，
ｆ

二
ｇ
Ｐ
二
，
ｇ
Ｐ
一
一

Ｃ
，
ｆ
ｆ
Ｃ
叩
ｆ
ｆ
Ｃ

叩
こ
く
、
ｔ
三
／

ｊ

ｅ
Ｃ
、
Ｋ
、
ノ
ｃ
ｃ
Ｑ
Ｋ
、
ノ

』

１

ｅ
ｊ
ｅ
ｅ
ｊ

く

ｒ
１
ｙ
、
ノ
ｅ
く
ｒ
ｔ
１
，
Ｊ
ｅ
く

，

Ｉ
ｊ
Ｓ

ｊ

Ｉ
Ｊ
Ｓ

ｊ

ｊ

く
．
『
Ｊ

う

ぐ
．
『
Ｊ

二
。
，
ｊ
〃
ｊ
、
二
・
，
ｊ
，
，
皿
二

１

・
℃
ｐ
＆
《
工
到
八
ｅ
Ｄ
Ｌ
《
工
１
．

Ｊ
戸
工
二
二
ｊ
《
工
二
二

Ｃ
二
／
Ｉ
１
．
ｃ
ｃ
二
／
、
１
．
ｃ
ｃ

く

毒
、
Ｋ
／
、
／
、
二
、
Ｋ
／
、
／
、

副
ｑ
二
ｅ
Ｃ
、
ｑ
一
一
ｅ
Ｃ

ｅ
ｎ
ｅ
／
、
／
、
ｅ
ｎ
ｅ
／
、
／
、
ｅ

ｌ

ｅ
Ｃ
ｓ
『
上
ｅ
Ｃ
Ｓ
『
工

・
工

／
、
イ
Ｊ
ｅ
ｅ
・
工
／
、
イ
Ｊ
ｅ
ｅ
・
１

、
、
ｐ
＆
、
１
《
『
工
ｈ
ｐ
＆
、
『
上
、
上
ｈ

Ｗ
、
《
工
《
工
・
工
・
工
Ｗ
、
《
工
《
工
・
１
・
１
Ｗ

ｕ
・
１
／
、
。
、
。
、
ｕ
・
工
／
、
、
、
、
ｎ

《
』
１

Ｗ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｊ
『
上
Ｗ
Ｗ
ｒ
工
、
ｊ

ｅ
《
工
ｅ
《
工

、
ｒ

Ｓ
・
１

１
ｒ

Ｓ
・
工

『
Ｌ

『
Ｌ

１
Ｊ
ｅ
、
丁
ｅ

急

/ミ

1ump_end=1;

｝

｝

｝

else辻(c=='a'){

if((c=tolower(fgetc(fp)))==''IIc=='>'){

a._tag=1;
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｝

｝

ｆｊｊンｊ一
一

一
一Ｃｌ

ｆ

ｊ

ｊｊ
ｊ

ａｊ
菫一
一

一
一

二
、
Ｕ
ノｊ

ｊ
ｊ

、
ノ
ｐ
Ｌ

、
ノ
《
工

Ｄ
４
／
ｋ

《
工
Ｃ

／
、
・
℃

Ｃ
ｅ

ｔ
庁
ら

ｅ
《
工

ｒ
ｌ
庁
ら
／
、

《
主
ｒ

、
ノ
ｒ
も
ｅ

ｊ
ｒ
Ｗ

〃
ノ
ｅ
Ｏ

ｊ
Ｗ
１
－
Ｏ
０
．
，

二
旬
上
・
七
〈
Ｕ

二
○
二
二

Ｃ
蔀
に
毛

／
１
Ｃ
・
℃

／
、
／
、
一

《
工
ａ

・
工
／
、
《
工・ユ

、
Ｊ

ｅ
《
工

Ｓ
・
ｌ

１
ｒ

ｌ
｛ｅ

ｆ

ｌ

ｊ

ｊ

Ｏ

Ｆ
ｔ

〆
ｔ
Ｏ

二
、
』
ｌ
／
二

Ｊ

二
八
Ｖ
ｊ
二ａ

ｊ

ｊ

二
ｊ
、
１
ノ

ｊ

一
一
、
ノ

ー
・
１
二
・
ユ

ニ
《
紅
、
ノ
二
、
鹿

ｊ

ｊ

ｌ

・
ユ

、
１
〃
分

、
Ｉ
ノ

晩
“
、
１
ノ
洲

ｊ

ｒ
、
ノ
ｅ

ｐ
ユ
ｅ
３
ｐ
ユ
司
工

《
工
ｔ
０
《
工
、
り

く

、
ｖ
／
ｋ
叩

Ｃ
ｅ
・
１
Ｃ

‐
七
０
１
‐
七
９

ｅ
ｅ
ｐ
Ａ

ｒ
ｌ
庁
ら
ｒ
ｌ
〃
ｒ
ｌ
，
ｒ
ｌ
庁
ら
ｆ
一

《
工
、
４
、
△
《
工
／
、
・
９

Ｊ
く

、
ノ
《
工
、
ノ
《
工
、
ノ
／
、
ｋ
到
土

』
ｒ
ｊ
／
、
；
』
／
、
。
，
ｊ
ｒ
ｅ

、
，
ｅ
Ｃ
、
Ｋ
４
上
、
ｑ
９
Ｋ
剣
上
ｔ
ｅ
ｅ
二

Ｊ
Ｗ
ｊ
ｅ
ｊ
ｅ
ｊ
Ｗ
Ｓ

Ｏ

ｅ
二
ｅ
二
０
・
１
》
ｄ

二
『
上
二
ｓ
菫
Ｓ
一
一
１
｛
、
ｎ

二
Ｏ
；
二
・
１
Ｊ
ｄ
二
４
Ｊ
、
ｑ
二
０
《
工
ｅ

ｔ
〈
Ｕ
皿
、
、
、
ｔ
二
一

Ｃ
二
二
Ｃ
《
工
ｅ
Ｃ
《
工
ｅ
Ｃ
二
Ｃ
ｐ
＆

／
、
Ｃ
庁
ら
／
、
二
一
／
、
二
一
／
、
Ｃ
／
ｋ
、

／
ｋ
ａ
Ｃ
ｐ
凸
Ｃ
Ｄ
△
／
、
／
、
ｕ

《
工
ｔ
《
工
ｒ
、
Ⅲ
《
工
ｒ
３
皿
《
工
、
上

・
工
／
、
一

・
１
／
、
ｕ
・
１
／
、
ｕ
・
１
／
、
《
工

○
ｂ
ｌ
｛
旬
上
・
１

ｅ
《
工
ｅ
ｆ
－
ｅ
《
工
ｅ
《
工

ｓ
・
工

、
ｒ

ｓ
・
工

、
ｊ

ｓ
・
１

、
ｒ

Ｓ
・
１

－
｛

『
上

『
土

１
｛

ｅ
１
Ｊ
ｅ
、
』
ｅ
、
』
ｅ

/亀

IIc=='>'){＝＝》》

/魚

if(HONBIm_MINくstr_P-strllー
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Ｊ
ｒ
く
Ｌ

ｊ

（
垂

、
Ｊ
、
ノ

ｕ
ｊ

、
ｂ
二
《
ｏ

ｎ
壽
ｊ

０

．
、
Ｃ
二

●

ｆ

一
一

１１

Ｊ

Ｉ
Ｃ

《
Ｕ

ｌ

ｘ

ａ
二
１

ｍ
二
Ｊ
Ｉ１

ｐ
△
、
ノ
Ｊ

ｍ
、
ノ
ｊ

ｕ
・
１
二
一
ｂ

ｌ

鮎
“
二
ｊ

Ｅ

ｎ
ｒ
，
、
１
ノ
ニ

ー

０

◆
も
タ

、
ノ
二

ｅ
１
－
、
ノ

＆
１
Ｐ
Ｃ

＆
ｔ
二
ｆ

Ｏ

く

１

ａ
Ｃ
ｌ

ｘ
ｒ
１
ｊ
ｒ
ｒ
工
ｔ
ｌ

ａ
、
△
ａ
ｅ

ｍ
、
ノ
《
工
、
＆
、
ノ
ｒ
ｌ
庁
ら

９
タ
〃
″
日
Ⅱ
、
◆
○
夕
●

ｊ

垂
上
Ｊ

ｎ
・
１
咋
畢
弔
土
『
１
Ｊ
Ａ
〕
、
ノ
ｒ
、
伽
孟

ｕ
。
，
ｊ
ｅ
ｊ
ｊ
ｒ
ｊ

、
ｂ
ｅ
二
理
ｈ
ｅ

ｎ
二
ｓ
、
二
ｊ
Ｗ
二

０
庁
ら
二
・
勺
』
、
ｑ
一
二
Ｏ
二

ｈ
ａ
皿
ｎ
Ｄ
Ｌ
二
１
｛

／
、
ｒ
Ｉ
ｔ
Ｃ
《
工
ｅ
、
Ｃ
；
二
０
Ｃ

／
ｋ
二
一
ｕ
／
、
〈
Ｕ
．
七

、
ノ
勺
、
Ｃ
ｐ
４
『
土
二
Ｃ
二

ｔ
《
工
ｒ
、
ｍ
ｒ
Ｌ
／
、
Ｃ
ｌ

並
輻
く
１

．
１
／
ｋ
ｕ
Ｄ
４

１
丁

令
土
『
Ｌ

‐
℃
《
工

ｅ
《
工
ｅ
一
・
工
／
ｋ

、
ｒ
ｓ
・
工
、
丁
Ｓ
ｂ

ｌ

ｌ

ｅ
《
工

、
ｒ
ｅ
１
Ｊ
ｅ
ｌ
Ｊ
Ｓ
・
工
、
ｒ

ｌ
、
ｒ
ｅ
、
ｒ

角

|’ c=='3'

/~

｝

ｆｊｊ２Ｊ一
一

一
一Ｃ

ｊｌＪ一
一

一
一ｊｊｊ【

叩
）
．
△
●
Ｏ
タ
●
９
タ

《
一
‐
一
《
Ｔ
グ
ー
（
ざ
里
）

く

Ｃ
二
二

・
七
ｒ
ｔ

ｅ
ａ
ａ

ｒ
Ｉ
庁
ら
ｒ
、
ノ
ｒ

《
工
ａ
ｊ
ａ

、
ノ
〃
１
ｐ
＆
３
Ｄ
Ｌ

Ｊ
ｒ
・
ｊ
ｏ

ｈ
ｅ
「
』
可
Ｊ

ｊ
Ｗ
ｘ
二
ｘ

Ｏ
ａ
二
ａ

二
『
１
、
、

二
Ｏ
一
Ｃ
一

‐
七
ｐ
＆
／
、
Ｄ
Ｌ

Ｃ
二
ｍ
、

／
１
Ｃ
ｕ
《
工
ｕ

／
、
１
－

・
工
－
－

《
工
ｒ
Ｌ
ｒ
Ｌ

・
１
／
、
、
上
ｅ
Ｄ
Ｌ

１
－

ｓ
『
上

ｅ
《
工
『
上

Ｓ
・
１

、
〃
ｅ

『
ｌｅ
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｝

elseif(c=='4'IIc=='5'IIc=='6'){

1P[lump_max].para=4;

｝

｝

ｆｊｊｒｊ一
一

一
一ＪｊｊｐだくＣ‐

℃
。
，

ｅ
ｊ

ｒ
ｌ
行
ら
ｎ

戸
工
１
、

、
０
ノ
〃
Ｉ
、
ｊ

Ｊ
ｒ
ｂ
ｅ
二

Ｊ
ＷＯ
、
ノ

ー
『
上
十

二
Ｏ
＋
・
℃
、
凸

Ｃ
二
一

／
、
Ｃ
ｒ

ｒ
Ｌ
ｔ

《
工
Ｓ

・
工
／
、
／
、＊

ｅ
《
工

Ｓ
・
ユ

ー
ーｅ

角

●
Ｇ
〃
＋＋・
℃
ｒ
ｌ

ｎ

ｕ
、
ノ

０
ｊ
Ｃ
ンＪ

ｂ●

一
一

Ｊ

一
一

ｘ

。
，
ａ
Ｃ

＋
皿
十
一

‐
℃
ｐ
ム

、
ｍ
ｕ
ｕ

Ｏ
『
Ｌ
Ｃ
ｒ
Ｌ
ｊ

一
、
凸

ａ
『
土
ｊ

ｊ
ｊ

一
一

庁
ら
庁
ら
二

ａ
ａ
；

’
七
‘
℃
Ｃ
１
一

一
一
／
ｋ
二

ａ
、
Ｄ

迂
毛

く
く

ｔ

ｆ
ｒ
ｅ
一

・
１
・
１

ｓ
、
Ｄ

『
土

、
丁
ｅ
、
丁

｝

Ｃ
Ｑ
グ

ー

＋＋ｔ

Ｊ

ｎｕ

ｊ

ＯＣ

一
一

二
、
Ｄ●Ｑ卓◆

』

・
工
可
Ｊ

ｊ

ｘ

ｊ

二
ａ

、
凸
。
，
＋
皿

Ｐ
工
、
ノ
ｊ

く

＋
ｎ
○
℃
ｐ
＆

Ｃ
ｒ
工
十
１
、
ｎ
ｍ

‐
℃
・
１
ｊ
ｕ
ｕ

ｅ
、
ノ
Ｏ
『
上

ｒ
ｌ
庁
ら
ｒ
・
，
二
Ｃ
ｒ
Ｌ

《
工
‐
℃
ワ
ー
一
ｐ
４

１
ノ
／
、
Ｓ
く

ｊ

ａ
『
上

』
ｒ
・
１
＋

ｐ
凸
ｅ
二
十
、
ノ
、
ノ

〃
Ｗ
１
．
；
、
△
頁
）
賃
）

Ｏ

《
Ｕ

ａ
ａ

二
『
工
ｐ
＆
二
ｒ
ｔ
‐
七

妻
Ｏ
一
・
１
○
℃
一
一

ｔ
ｒ
／
、
Ｓ
ａ
勺
Ｄ

Ｃ
二
・
℃
ｒ
、
ｒ
、
／
ｌ

／
１
Ｃ
ｓ
ｒ
＊

／
、
／
、
Ｏ
《
工
《
工

《
工
《
工
ｒ
北
、
』
・
１
・
工

・
１
／
、
《
工・ユ

、
〃

ｅ
《
工

Ｓ
・
１

１
丁

『
Ｊ

ｅ
、
ｒ

c=='>'){

'鋼
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、

●
Ｑ
ク

○

●
令
タ

ｈ
＋

●

＋
庁
ら

毛
垣

『
』１

ｔ

理
ｂ
坤

、
○
℃ｒ
工
、
ノ

ｐ
Ｌ
、
ノ
〈
Ｕ

、
、
ノ
（
Ｕ

ｕ
ｊ
二

ｒ
ｌ
ｒ
工
『
４
‐
℃
二
二

Ｅ

ｊ
二

ｊ

ｊ

ｐ
、
ｊ

ｆ
、

０
０
１
二
、
』
・
ユ

ニ
・
１
＆

ｊ

二
二
＆

Ｊ

二
二
－
１
１
、
０
ノ
，

Ａ
ｕ
、
１
ノ
ｊ
０

ｊ

ｊ

ｊ

ｒ
、
ノ
Ⅱ
ｅ

ｊ

ｊ

ｔ
。
，
Ｐ
ｅ
’

二
・
工
・
工
ｓ
、
』
垂
１
ｂ

二
＆
＆
ｇ
〆
ｔ
／
ｂ
ａ

Ｐ
ａ
Ｃ
ａ
ｔ

ｊ

３

３

↑
し

、
１
ノ
↑
し
Ⅲ
Ｏ

ｒ
ｊ
ｅ

Ｏ

Ｏ

ｊ

ｌ

ｊ

ｅ
ｅ
ｔ
ｂ
く
ｇ
，
，

Ｐ
１
１
ｓ
ｔ
ｊ
ｆ
ｐ
Ｐ

ｆ
ｔ
ｂ
＆
〃
１
缶
一
ｔ
ｆ

Ⅲ
＆
く
，
、
ノ
二
ｒ
／
１
．
，
／
ｉ
．
，

く

Ｉ

Ｃ
賃
）
二
ｅ
ｋ
、
ノ
、
ノ
ｋ
、
ノ

キ
し

ｒ
ざ
Ｌ
２

Ｐ
４
Ｌ
９

面
Ⅲ
ａ
Ｗ
ｅ
Ⅱ
ｊ
ｅ
Ｍ

ｅ
ｐ
＆
ｐ
△
ｘ
Ｔ
－
ｎ
．
℃
、
ノ
Ｏ
ｅ
Ｑ
Ａ
Ｊ
Ｊ
ｅ
Ｂ

ｒ
１
庁
ら
、
ノ
《
工
、
ノ
《
工
ａ
Ｍ
、
、
ｐ
Ｌ
１
－
Ｓ
Ⅲ
ｊ
Ｓ
Ⅱ

《
工
ｊ
／
、
；
』
／
、
、
一
ｄ
ｂ
《
工
Ｏ
・
『
Ｊ
／
、
．
『
』
／
、

７
く

・
１
、
Ｋ
１
－
ａ
○
Ｋ
一
Ｎ
〃
ん
ｔ
／
、
ｔ
、
《
工
二
ｍ
《
工

』
ｒ
・
，
ｊ
ｅ
ｊ
ｅ
ｎ
Ｗ
》
。
，
‐
七
Ｃ
二
《
工
・
℃
二
《
工
・
℃

’
七
ｅ
ｌ
ｅ
二
ｅ
ｕ
Ｂ
＋
川
く
、
七
Ｃ
／
ｋ
ｎ
／
、
ｎ

Ｊ
Ｗ
二
Ｓ
二
Ｓ
も
ｂ
Ｎ
＋
／
、
ｅ
ｒ
、
・
工
Ｃ
・
１

０
二
二
・
『
』
○
ｑ
二
４
Ｊ
ｎ
〔
Ｕ
庁
ら
《
工
《
Ｕ
庁
ら
／
、
《
工
ｒ
ｒ
、
《
工
ｒ

二
１
｛
、
、
、
０
Ｈ
ａ
ｔ
／
、
《
工
・
１
ｐ
＆
・
１
ｐ
凸

二
Ｏ
ｄ
Ｃ
《
工
ｅ
Ｃ
《
工
ｈ
／
、
ｒ
Ｉ
ｔ
ｎ
／
１
《
工
《
ｒ

ｔ
ｎ
／
、
二
一
／
、
二
一
・
工
ｅ
・
工
、
〃
・
１
、
〃

Ｃ
二
ｅ
Ｃ
Ｄ
基
Ｃ
ｒ
Ｌ
、
ノ
ｂ
ｒ
『
土
《
工

／
、
Ｃ
一

《
工
／
、
、
《
工
／
１
ｔ
Ｄ
Ｌ
・
工
・
工
、
ｒ

／
、
ｐ
凸
・
１
／
、
ｕ
・
１
／
、
《
工
、
ｎ

《
工
、
『
上
・
工
、
ｒ
Ｗ
ｒ
ｌ

・
工
／
、
ｕ
ｅ
《
工
ｅ
《
工

１
一

ｓ
・
工

、
ｊ

Ｓ
・
工

ｅ
ｆ
ｌ
１

ｓ
・
工

、
ｒ
ｅ
、
〃
ｅ

ｌｅ

一

角

.honbun)

'識
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｝

Printf(''%dc'',str_p-str);

lmnp_end=1;

｝

）

）

elseif(c=='c'){

if((c=fmjseek(fP,''enter'',&i))==0){

ｆ
ｆ

ｆ

ｊ

ｊ

Ｏ
Ｏ
、
ｊＯ

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一一

一

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

・
工

・
工

ｊ

＆
＆
・
１＆

９

１

１１

１

３

斤
己
ｖ

皿
・
工
『
上

１

９

１

１

１

Ｐ
４
Ｌ
９

Ｆ
出
し
，
信
望
Ｌ
３

，
脾
今
ｎ
芦
今
面
腰
今

、
１
ノ
幸
Ｌ
、
１
ノ
季
上
、
Ｉ
〃
幸
上

●
Ｑ
〃

』
／
０
、
。
３

Ｊ
〃
Ｉ
、
。
，

』
〃
Ｉ
、

１

・
工
ｋ
到
土
ｄ
、
Ｋ
判
上
ｕ
勺
Ｋ

ｊ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｊ
ｅ

二
ｅ
二
ｅ
二
ｅ

二
Ｓ
二
Ｓ
二
Ｓ

、
。
二
・
『
』
、
。
二
・
『
』
、
ｑ
一
一
．
『
Ｊ

ｎ
、
、
、
、
ｍ

ｅ
Ｃ
《
工
ｅ
Ｃ
《
工
ｅ
Ｃ
《
工

／
、
二
一
／
１
二
一
／
、
こ

り
＆
Ｃ
Ｄ
△
Ｃ
Ｄ
基
Ｃ

、
壬
／
、
ｍ
ｆ
／
、
、
《
工
／
ｌ

ｕ
・
１
／
、
ｕ
・
工
／
、
ｕ
・
１
／
、

『
上

１
｛

１
－

ｅ
《
工
ｅ
《
工
ｅ
《
工

、
』
Ｓ
・
工
１
Ｊ
Ｓ
・
１
－
Ｊ
Ｓ
・
１

『
工

１
一

句
Ｌ

、
ｒ
ｅ
１
Ｊ
ｅ
１
Ｊ
ｅ

r垂、

急

lump_end=1;

｝

｝

while(c!='>')c=fgetc(fp);

｝
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ｆ
』

ｆ
《
ｔ
、
ノ０

Ｊ
ｊ
Ｏ
Ｏ
二

一
一

一
一
一
一

換
一
一
。
‐
二
・
，
刀

変
刀
”
刀
”
“

の
ｉ
妙
・
１
丑
‐

＆
＆

字
ｆ

，

，

夕

３

●
Ｑ
タ

文
、
‐
″
”
”
ｔ

●
Ｑ
〃
。
。
夕

．
，
ｅ
ｅ
ｊ
・
，
・
９
。
，
・
９
ｏ

ｅ
ｕ
ｕ
ｔ
ｔ
ｕ

る
１
ｔ

酢
‐

ｕ
ｎ
ｎ
Ⅷ
『
１

．
』
‐
へ
一
Ｑ
〃
●
Ｇ
ク
竺
昨
密
〕
●
●
夕
《
咋
御
〕
ｃ
Ｑ
ワ

、
・
１
・
１

・
工
ｔ
ｔ
二
，
ｊ
帥
ｒ
１
３
Ｊ
ｒ
１
２
Ｊ

に
二

ｔ
ｎ
ｎ
ｐ
く
．
‐
Ｐ
ン
；
Ｐ
伽

、
０
０
《
鹿
《
工
Ｊ
３
Ｃ
、
ノ
《
工
ｊ
３
Ｃ
、
ノ
《
工
ｊ

Ｏ
ｃ
ｃ
、
ノ
／
、
、
△
。
，
ｊ
／
ｋ
、
△
・
９
ｊ
／
、

Ｃ
〃
／
、
ノ
勺
Ｋ
二
一
２
二
庁
ら
ｋ
二
一
〔
二
二
ｑ
▲
、
Ｋ
一
一

、
ノ
、
ノ
Ｊ
Ｊ
ｐ
凸
ｅ
ｊ
ｅ
ｊ
ｅ

ｒ
＋
ｒ
＋

、
ノ
ｊ
９
《
工
ｅ
、
ノ
・
℃
・
工
、
ノ
、
℃
・
１
、
ノ

ｅ
、
ノ
ｅ
、
ノ

Ｊ

ｎ
《
Ｕ
ｒ
ｌ
／
、
ｓ
＋
ｓ
＋
一
一
Ｓ
＋
Ｓ
＋
二
ｓ
＋

、
、
ｘ
Ｃ
．
『
』
＋
／
Ｉ
二
十
二
４
Ｊ
＋
／
ｋ
二
十
ニ
ィ
Ｊ
＋

Ｊ

ｊ

０
Ｊ
ｔ
、
Ｐ
ｙ
＋
Ｐ
、
Ｐ
ｙ
＋
Ｐ
、
Ｐ

ｊ

ｅ
《
工
一
ｐ
塁
Ｃ
《
工
ｐ
＆
Ｃ
《
工

二
二
二
《
没
庁
ら
二
ｒ
Ｃ
ｐ
４
ｒ
／
１
二
ｒ
Ｃ
Ｄ
＆
ｒ
／
、
二
ｒ

二
二
二
ｊ
《
工
Ｃ
ｔ
ｒ
北
ｎ
一
ｔ
Ｃ
ｔ
ｒ
１
ｎ
一
・
℃
Ｃ
・
℃
ｒ
１

二
ｒ
恥
Ｓ
ｒ
ｒ
Ｓ
《
工
／
ｋ
Ｓ
ｒ
ｒ
Ｓ
《
工
／
ｋ
Ｓ

ｃ
ｃ
ｃ
二
Ｃ
ｒ
、
ｆ
、
ｅ
、
℃
・
七
／
、
・
１
／
１
／
、
ｅ
・
℃
・
℃
／
、
・
１
／
ｋ
／
、
ｅ

／
、
／
ｋ
／
、
二
／
、
＊
ｓ
Ｓ
Ｓ
＊
＊
ｓ
Ｓ
ｓ
＊
＊
Ｓ

／
、
《
工
１
｛
ｅ
《
工
１
－
ｅ
《
工
１
－

《
工
《
工
《
工
Ｃ
・
工
、
』
ｅ
、
丁
ｓ
工
、
土
ｅ
、
〃
Ｓ
・
工
、
』
ｅ

・
工
・
１
・
工
ｒ
ｌ
／
ｋ
《
工
、
上
「
上

・
工
、
ｒ
ｅ
１
ｊ
ｅ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
《
工

ｓ
Ｓ
Ｓ
ｓ
・
１

句
土
旬
上
１
《
１
－

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

A

潟
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strncpy(str_P,!'&quot;'',i+2);

ｆ

ｆ

ｊ

Ｏ
、
ｊＯ

一
一

一
一
一
一

Ｄ
Ｃ
夕

一
一

Ｊ

ｊ

争
令
タ

ｊ

〔
“
、
ノ
、
ノ

・
ユ

＋
、
ノ
（
色

、
“
・
１
・
工
十

《
鹿
・
１

３

３

１１

１０

２

９

●
，

◆
，

０

０

－
ｍ
》
●
今
一
皿
戸
△
●
Ｑ
ク
●
。
〃

Ｓ

Ｓ

Ｐ
Ｐ

ｂ
ｂ
ｍ

ｍ

ｎ

ｌｌ

◆
。
〃

仇
“
。
，
の
“

毎
４
Ｌ
３
９
０
戸
４
Ｌ
３
Ｊ
Ⅲ

●
も
炉

面
ｒ
。
，
ｎ
ｒ
少
“
◆
，
ｏ
ｊ

Ｃ
、
ノ
ギ
エ
ｊ
，
Ｃ
、
ノ
幸
土
ｊ
３
Ｃ
ｊ

●
Ｑ
ク

』
グ
ｆ
Ｌ

Ｐ
．
，
，
く
Ｐ
．
，
＆
．
，

２
一
一
ｎ
ｋ
菫
一
２
一
一
ａ
ｋ
二
一
２
二
Ｊ
Ｃ

＋

』
ｅ
ｒ
十
Ｊ
ｅ
ｒ
＋

・
工
、
ノ

ｅ
、
ノ
ｔ
・
１
、
ノ
ｅ
、
ノ
・
℃
・
１
、
ノ
二
二

＋
二
ｓ
＋
Ｓ
＋
二
Ｓ
＋
Ｓ
＋

二
十
二
．
『
』
＋
／
ｋ
二
十
一
一
．
『
』
＋
／
ｋ
二
十
、
ノ
、
ノ

十
ｐ
Ｌ
ｍ
ｐ
＆
ｖ
ザ
＋
ｐ
基
、
、
＆
ｖ
ゾ
＋
、
坐
＋
＋

Ｃ
《
工
一
ｐ
凸
Ｃ
《
工
一
ｐ
△
十
十

，
４
ｒ
／
、
二
ｒ
Ｃ
Ｄ
△
ｒ
／
、
’
一
ｒ
Ｃ
ｐ
＆
ｒ
、
＆
、
▲

一
ｔ
Ｃ
ｔ
Ｊ
Ｌ
ｎ
一
ｔ
Ｃ
ｔ
ｒ
１
ｎ
一
ｔ
一
一

ｒ
Ｓ
《
ｒ
／
、
Ｓ
ｒ
ｒ
ｓ
《
工
／
ｋ
Ｓ
ｒ
ｒ
Ｓ
ｒ
ｒ

ｔ
／
、
・
１
〃
、
／
、
ｅ
ｔ
ｔ
ｆ
ｌ
・
工
／
Ｉ
／
、
ｅ
ｔ
ｔ
／
ｋ
ｒ
１
ｔ
ｔ

Ｓ
＊

＊
Ｓ
Ｓ
Ｓ
＊
＊
Ｓ
ｓ
Ｓ
＊
Ｓ
Ｓ

ｅ
《
工
１
一
ｅ
《
工
１
－
ｅ
ｒ
、
／
ｋ

、
』
ｓ
・
１
、
丁
ｅ
、
す
Ｓ
◆
工
、
』
ｅ
ｌ
Ｊ
Ｓ
＊
＊

１

１

１

Ｊ
ｅ
ｌ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｌ

'へ､

ハ

）
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else*(str_P++)=c;

if(a_tag)a_count++;

if(b_tag)1p[1ump_max].b_count++;

｝

if(1mnp_end){//区切りタグがあった時

if(tmojiくstr_P-str){

*(str_p)='lO';

lp[lump_max].msuu=str_p-str;

魚

/／デバッグ用

わ
●
〃ｊｕｕＳｍ●ＪｘａｍＤ４ｍｕｌＥ【

叩
Ｐ
△
●
Ｑ
グ

ー
、
ｊｘ
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if(4*a_countくlp[1ump_max].msuu){//リンク全体の1/4以下

迂(strstr(str,''｡'')!=NULL&&HONBUN_MINく1p[1ump_max].msuu){

for(i=0;iくlump_max;i++)

｛

67



if(1P[i]・honbun==honbun_max)break;

｝

/／本文の最後と離れている場合
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魚

｝

｝

1P[1ump_max].a_count=a_count;

if((1p[lump_max]_mojis=(char*)malloc(1p[lump_max].msuu+1))==NULL){

printf(I'メモリが確保できませんIni');

exit(1);

｝

strcpy(1P[lump_max].mojis,str);'垂，

lumP_max++;
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lP[lump_max].b_count=0;

｝

｝

●
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夕
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タ
、
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”
〃

；
２
Ｐ
Ｐ
ぽ
ぽ
ｅ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
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１
｛
１
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Ｃ
Ｃ

《
工
《
工

淨驚

if(honblm_maX==0){

fprintf(fP3,''指定されたファイルから本文を取り出せませんでした。In'');

Printf(I'指定されたファイルから本文を取り出せませんでした。In'');

exit(1);

）

病

system("V'C:IIProgramFilesUChaSenUchasenV!#kekka.c>$chasen.cI');

//System("del#kekka.c'');
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魚

/角

if((fp=fopen(!'$chasen.c",!'r''))==NULL){

Printf('ifileopenerror!!In(%s)'',''$chasen.c'');

exit(1);

｝

/／本文の名詞をとりだしてタイトルをさがす

j=0;

for(i=0;iくlumP_max;i++)

｛

lp[i].mhit=0;

｝

while(fgets(buf,ANDBUFSIZE+BUFSIZE,fp)!=NULL)

｛

if(strstr(buf,!1名詞")!=NULL&&strstr(buf,"名詞-数'!)==NULL){

for(i=0;buf[i]!=0xO9;i++)

｛

*(str+j*MSIZE+i)=buf[i];

｝

*(str+j*MSlZE+i)=buf[i]='I0';

//bufの中身が今までに出てきていないか判別

for(i=0;iくj;i++)

｛

if(strcmp(buf,str+i*MSIZE)==0){

break;

｝
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｝

トル候補に語句があるか判定する/／出て来ていなければタイトル候補に語句があるか

if(i==j){

fprintf(fp3,''*--名詞:%s---in'!,buf);

for(i=0;1くlump_max;i++)

｛

if(1p[i].honbun)continue;

迂(strstr(1p[i].mojis,buf)!=KULL){

1p[i].mhit+=strlen(buf);

//hitした文字の長さだけ増やす

｝
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/／文字列長による優先度合の決定

if(1p[i].msuuく75){

npt=1200000000/(double)(pow((int)(1p[i].msuu-50),

6）＋1200000000）；

｝

elsenpt=0.85;

/／本文との距離による優先度

for(k=0;kくlump_max;k++)if(lp[k].honbun)break;

if(abs(1p[k].fpos-1p[i].fpos)く150*80){

nk=99000000/(double)(pow(lp[k]・fPos-1p[i].fpos,

P、

2)+99000000);

｝

elsenk=0.3;

/／文字列全体の長さに対するヒット率

hittmp=1p[i].mhit/(double)1p[i]・msuu;
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1p[title_num].title=j+1;
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角 /／出力処理
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｝

｝

74



,ー､

伊､

if((fp2=fopen(rssname,''r+"))!=NULL){//すでにRSSがあるなら

while(fgets(buf,ANDBUFSIZE+BUFSIZE,fp2)!=NULL)

｛

if(*itembuf=='IO'){

if(strstr(buf,''くchannel'')!=NULL){

迂(strstr(buf,''rdf:about=Vヘ''!')!=NULL){

*itembuf=1;

｝／／同じサイトのRSSなら

｝

｝

迂(*itembuf){

if(strstr(buf,''くrdf:lirdf:resource='')!=NULL){

strcat(str,buf);

}//items要素の保存

if(strstr(buf,''くitem'')!=NULL){

break;

｝

｝

｝

if(*itembuf=='IO'){

printf('!他サイト用の%sファイルがあります。",argv[2]);

exit(1);

｝

*itembuf='lO';

//item要素の保存

strcat(itembuf,buf);

while(fgets(buf,ANDBUFSIZE+BUFSIZE,fp2)!=NULL)

｛

ーｰ
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if(strstr(buf,!!く/rdf:RDF>")!=NULL){

break;

｝

strcat(itembuf,buf);

｝

fclose(fp2);
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//item要素

fprintf(fp2,!'くitemrdf:about=V'%sV'>In",argv[linknum]);

戸､

for(i=0;iくlumP_max;i++)

｛

if(1P[i]・title){

fprintf(fP2,!'くtitle>%sく/title>In",mojikesi(1p[i].mojis,''In''));

fprintf(fp3,''In---title:%d---In'!,i);

for(j=0;jく1ump_max;j++)

｛

if(1P[j].honbun){

fprintf(fp3,''---hon:%d---In'',j);

｝

｝

｝

｝

fprintf(fp2,''くlink>%sく/1ink>In'',argv[1inknum]);

角

/／要約

for(k=0;kくlump_max;k++)if(1p[k].honbun)break;

youyaku(str,1p[k]・mojis,1p[k].msuu);

ーー
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fPrintf(fp2,!'くdescription>%sく/description>In'!,mojikesi(str,'ヘn''));
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fprintf(fP2,'!%s'',itembuf);

fPrintf(fp2,"く/rdf:RDF>In");
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//fmdll.c
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#includeくwinsock2.h>
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ノー、

ノー､

intfmjseek(FILE*,unsignedchar[],int*);

/／現在ファイル位置からの文字列比較

/／引数:*fP、比較文字列，何文字合っていたかを返還

/／戻り値：等しい－＞0、違う一＞違った文字

/／違いがわかる時点までfP進む

char*mojikesi(char*,char*);

/／指定した文字列の消去

／／引数：出力文字、消去文字列

intyouyaku(unsignedchar*,unsignedchar*,int);

/／要約（頭2文の抽出、または先頭500バイト）

unsignedchar*ketawase(unsignedchar*,int,int,int);

/／桁合わせ（足りない桁の分だけ0で文字出力）

/／引数：出力文字、入力値、桁数、進数

char*getfile_http(char*,char*);

//httpによるファイル取得

/／引数：出力文字、接続URL

/／ファイルからの文字列比較

intfmjseek(FILE*fp,unsignedcharcbufD,int*i)

｛
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%ldin'1,ftell(fP),fpos);

角

returnO;

｝

/／指定した文字列の消去

char*mojikesi(char*str_out,char*kesimoji)
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｛

intkmlen;

char*P,*o_end;■■■
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for(p=str_out;*p!='lO';p++)

｛

if(memcmp(p,kesimoji,km].en)==0){

memmove(P,P+kmlen,o_end-P+1);//消す文字列を詰める

rへ

P~ー．、

｝

｝

returnstr_out;

｝

f垂、

/／要約（頭2文の抜き出し）

intyouyaku(unsignedchar*str_out,unsignedchar*strg,intm_len)

｛

intbun_y=0,i;
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if(500くm_len)m_len=500;

for(i=0;iくm_len;i++)

｛

*(str_out+i)=*(strg+i);
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＆
＆
ｒ
Ｓ

か
＆
＆
ｔ
ｆ
く

Ｓ
＊

ｋ
ｒ
、
ノ９（
皇
一
一

イ
、
、
”

ぷ
、
＋
＋
二
、
ノ

ノ
ｇ
ｇ
ｏ
二
・
１

－
迂
迂
０
ｙ
ｔ＋

第
偽
偽
岬
、
。ｕ

の
＊
＊
Ｃ
ｕ、
ｂ
ｒ

Ｓ
く
く
ｒ
＋
；
ｔ

工
ｔ
＋
＋
Ｓ

Ｊ
ｏ
ｆ
Ｓ
ｒ
、
＋
／

一
８
．
Ｉ
．
・
１
＊

ｔ
ｘ
ｘ
／
ｆ

ｆ
Ｏ
Ｏ
・
１

・
１
／
１
歪

ｈ
・
１

ｓ
ｆ・ユ

ノノ

|I０
０
ａ
《
工

ｘ
ｘ

《
Ｕ
（
Ｕ

く
く ）｛

rへ、

i++;

break;

｝

｝

i++;

*(str_out+i)=*(strg+i);

｝

合

）

*(str_out+i)='iO';

returni;

）
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/／桁合わせ（足りない桁の分だけ0で文字出力）

unsignedchar*ketawase(unsignedchar*str_out,intsuu_in,intketa,intsinsuu

●
Ｑ
夕
７＋Ｏ３ｘＯ一

一十

●
Ｑ
▽
、
、
Ｂ
″
〃

ｕ
ａ

ｕ
‐
℃

ｓ
ｅ
・
９

，
、
Ｋ
〈
Ｕ

・
工
＋
Ｑ
）

Ｓ
‐
℃
ｘ

り
ん
ｕ
（
Ｕ

ｎ
０

．
１
一
二

一
ｒ
＋

●
も
Ｐ

ｕ
‐
℃

Ｊ

ｕ
Ｓ
、
ノ

《
Ｕ
Ｓ
／
、
ａ

ｔ
、
＊
・
℃

，

二
ｅ
、
ノ
ｋ

二
、
ノ
ｕ
＋

ａ
ｕ
ｔ

、
ノ
－
℃
Ｓ
ｕ

ａ
、
ノ
ｅ
ｎ
０

ｔ
○
Ｋ
・
１

ｅ
＋
ｓ
ｒ

勺
Ｋ
ａ
ｔ
ｔ

＋
、
℃
ｕ
く
Ｓ

‐
℃
ｅ
○
／
、

ｕ
勺
Ｋ
一
（
Ｕ
＊

０
ｒ
、
ｒ
４
上

一
‐
℃
／
、
ｅ

ｒ
ｅ
Ｓ
Ｓ

・
ｔ
『
１
／
、
《
工
１
－

ｓ
・
工
＊
・
工
ｅ

／
、
○
ｎ

ｒ
ｌ
＊
Ｗ
ｒ
工

/一、

suu_in/=sinsuu;

｝

returnstr_out;

｝

徳、

#defineBUF_LEN256/*バッファのサイズ*/

char*getfile_http(char*str_out,char*str_in)

｛

ints;/*ソケットのためのファイルディスクリプタ*/

structhostent*servhost;/*ホスト名とIPアドレフstructhostent*servhost;/*ホスト名とIPアドレスを扱うための構造体*/

structsockaddr_inserver;/*ソケットを扱うための構造体*/

structservent*service;/*サービス(httpなど）を扱うための構造体*/
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/令

ノー、

トコル用バッファcharsend_buf[BUF_LEN];/*サーバに送るHTTPプロトコ

charhost[BUF_LEN]=!ilocalhost";/*接続するホスト名

charpath[BUF_LEN]=''/i';/*要求するパス*/

unsignedshortport=0;/*接続するボート番号*/

FILE*fp;

WSADATAwsadata;

if(WSAStartup(MAKEWORD(1,1),&wsadata)){

Printf("WSAStartup関数失敗ですIn'');

returnO;

｝

if(str_in!=NULL){/*URLが指定されていたら*/ー

charhost_path[BUF_LEN];

if(strlen(str_in)>BUF_LEN-1){ー

fprintf(stderr,''URLが長すぎます。In'');

returnO;

｝

/*http://から始まる文字列で*/

/*sscanfが成功して*/

/*http://の後に何か文字列が存在するなら*/

if(

strstr(str_in,''http://'')&&

sscanf(str_in,''http://%s'',host_path)&&

strcmp(str_in,'Ihttp://'I)

）｛
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